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紹
　
介

山
本

一
著

『慈
円

の
和
歌
と
思
想
』

佐

藤

雅

代

山
本

一
氏
の
長
年
に
わ
た
る
慈
円
研
究
の
結
集
と
し
て
上
梓
さ
れ
た
の
が
本

書
で
あ
る
。
第

一
章
か
ら
第
十
五
章
ま
で
は
、
慈
円
の
和
歌
活
動
の
問
題
点
を
、

「拾
玉
集
』
を
主
要
資
料
に
建
久
期
ま
で
の
和
歌
活
動
、
新
古
今
期
後
鳥
羽
院

歌
壇
と
慈
円
、
承
元

。
建
暦

・
建
保

。
承
久
期
の
和
歌
活
動
と
い
う
よ
う
に
各

時
期
ご
と
に
検
討
し
、
そ
の
思
想
的
性
格
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
十
六
章
か
ら
第
十
九
章
は
、
和
歌
研
究
以
外
の
分
野
か
ら
慈
円
に
向
け
ら
れ

て
い
る
関
心
に
つ
い
て
、
和
歌
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
て
応
え
よ
う
と
し
た
論

考
で
あ
る
。
山
本
氏
の
高
い
批
評
精
神
と
す
ぐ
れ
た
分
析
能
力
が
顕
著
に
表
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
章
を
中
心
に
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
第
九
章

「
古
今
歌

百
首
」
の
諸
問
題
」
で
は
、
『千
五
百
番
歌
合
』
の
際
に
、
古
今
集
歌
を
題
と
し

て
詠
ん
だ
百
首
に
つ
い
て
、
慈
円
が
古
今
集
歌
を
ど
の
よ
う
に
選
択
し
た
の
か
、

ま
た
、
題
と
し
た
古
今
集
歌
が
ど
う
い
う
系
統
の
伝
本
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の

か
を
綿
密
に
考
証
し
た
上
で
、
「古
今
歌
百
首
」
の
跛
を

「古
歌
摂
取
・古
典
摂

取
を
故
意
に
誇
張
し
て
模
倣
す
る
と
い
う
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
意
図
で
あ
る
只
本

文
二
一
四
頁
）
と
分
析
し
て
い
る
。
第
十
二
章

「
「恋
歌
百
首
歌
合

（仮
称
ご

と

「厭
離
欣
求
百
首
」
―
隠
遁
と
和
歌
―
」
で
は
、
「恋
歌
百
首
歌
合
」
を
構
成

す
る
和
歌
に
つ
い
て
、
「報
い
ら
れ
ぬ
恋
の
苦
し
み
を
つ
い
に
不
毛
と
悟

っ
て
仏

道
に
赴
く
心
境
や
、
恋
に
対
す
る
情
熱
を
仏
道
修
行
に
励
む
心
へ
と
転
換
し
よ

う
と
す
る
意
図
」
を
読
み
と
ろ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
和
歌

史
的
に
孤
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
歌
林
苑
か
ら
青
年
期
の
慈
円
へ
と
た
ど
り

得
る
よ
う
な
、
「恋
か
ら
仏
道
へ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
詠
作
行
為
の
系
譜
を
受

け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
も
暗
示
し
て
い
る

（本
文
二
七
二
頁
）
と
指
摘
す

る
。
ま
た
、
西
山
隠
棲
の
意
義
に
つ
い
て
も
、
慈
円
の
政
治
的
立
場
が
必
然
化

し
た

「隠
遁
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
政
治
活
動
の
再
開
を
前
提
と
し
た

「隠
遁
」

で
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

（む
し
ろ
そ
れ
故
に
こ
そ
）、
仏
教
者

と
し
て
の
自
己
確
認
と
後
世
の
救
済
と
い
う
、
切
実
な
内
面
的
要
求
と
も
結
び

つ
い
て
い
た

（本
文
二
九
二
頁
）
と
し
、
慈
円
の
事
例
が
中
世
思
潮
の
解
明
に

つ
な
が
る
と
見
る
。
第
十
四
章

「
難
波
百
首
」
と
そ
の
和
歌
思
想
」
で
は
、
「難

波
百
首
」
を
慈
円
の
和
歌
観
の
多
様
性
を
示
す
作
品
で
あ
る
と
認
識
し
、
和
歌

と
い
う
文
学
形
式
が
は
ら
ん
で
い
る
問
題
点
自
体
の
縮
図
で
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。
万
象
を
詠
も
う
と
す
る
素
材
拡
大
の
要
求
と
、
伝
統
詩
形
と
し
て
の
優
美

さ
の
確
保
の
要
求
、
即
興
性
の
尊
重
と
推
敲
の
必
要
性
、
宗
教
的

（形
而
上
学

的
）
な
も
の
と
誹
諧
的

（俗
的
）
な
も
の
と
の
意
外
な
親
近
性
、
こ
れ
ら
の
諸

要
素

・
諸
問
題
を
、
慈
円
の
作
品
や
和
歌
観
は
必
ず
し
も
調
和
や
統

一
に
は
仕

上
げ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
あ
ま
り
に
多
く
を
求
め
て
破
綻
に
瀕
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る

（本
文
三
四
四
頁
）
と
考
察
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
山
本
氏
の
文

献
学
的
考
証
に
つ
い
て
は
、
石
川

一
氏
の

『慈
円
和
歌
論
考
』
（笠
間
書
院
、
一

九
九
八
年
二
月
）
に
寄
り
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
が
や
や
気

に
か
か
る
。
例
え
ば
、
第
十
三
章

「
「建
暦
三
年
日
吉
百
首
」
の
成
立
―
仏
教
的

和
歌
観
の
試
行
と
屈
折
―
」
に
は
、
本
章
で
は
、
石
川
が
示
し
た
把
握
に
従
っ

て
論
を
進
め
、
こ
の
把
握
に
私
な
り
の
立
場
か
ら
さ
ら
に
具
体
性
を
与
え
て
み

た
い
と
考
え
る

（本
文
二
九
四
頁
）
と
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
論
理
的
で
明

快
な
考
察
に
基
づ
く
本
書
が
、
石
川
氏
の
著
書
と
補
完
し
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

今
後
の
慈
円
研
究
の
必
読
書
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

（和
泉
書
院
、　
一
九
九
九
年

一
月
、
文
部
省
助
成
図
書
、
四
五
六
頁
、
本
体
価

格

一
三
〇
〇
〇
円
）



―
―
山
陽
学
園
大
学
助
教
授
、
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―
―

。




